
第1様式(1/3)

2023年度

時 期 2年D巡 単元 実習 教科名

ＴＳ３、４級教科書

テスタ、マーカペン（２色以上）

電卓、バインダ 鍋谷 ●■

2年生担当教員 ●■

１、Ｐ/Ｗの実車配線図、電気回路の理解。

２、点検前準備作業の習熟。

３、サーキットテスタ取り扱いの習熟。

４、故障現象および故障原因推定のためのスキル向上。

１、Ｐ/Ｗの点検を行うための準備ができる様になる

・配線図集から点検のためのコネクタ位置を把握できる

２、故障現象を把握。原因の予測と検証。故障箇所が特定できる様になる

・テスタの取り扱い。および読みが正確にできる

・実習履修試験での得点評価 ※本実習は技能要件項目に該当し80点以上で認定となる。

  合格基準：整備科60点以上で合格、工学科70点以上で合格

　評価の種類：『優』・『良』・『可』（履修）、『未』（未履修）の4段階で評価

　評価基準：80点以上…『優』、　整備科60点以上、工学科は70点以上…『良』   

　　　　　　　　 整備科60点未満、工学科70点未満…『未』（未履修）

　　　　　　　   再試験・判定試験で合格した場合は得点に関係なく…『可』

＜出題試験項目＞

① パワーウィンド回路において基本的な故障診断ができる。50点×２問

C巡実習の車体電装で使用した実習ノートなどを見直しておくこと。

日産3級電装テキストのP/Wの項目を事前に予習をしておくこと。

※●⇒実務経験がある教員

※■⇒日産資格保持者

1．指導教員の実務経験

2023年4月1日

Ｔ/Ｓ３級電装

授業計画一級自動車工学科・自動車整備科

科 目 自動車整備作業
教科書等

持参品

発行日

総時限 12時限
教科担

当

自動車販売会社で整備士としてシャシ、車体電装に関する点検、故障診断、調整、整備の実務経験がある教員により、P/W

装置の回路点検、整備について指導する。

５．準備学習

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 実習の概要説明、安全説明、 車両（Ｖ37） 10

PW構成部品・システムについて V３７（HEV)

オート、タイマ機能、挟み込み防止機能 ・上記各車に故障探究用課題設定仕込み済

安定化電源（電導師） 10

2 教科書基本PW回路の流れと自作故障診断要領書の作成方法 パーツキャデー 10

メインスイッチ固定用ひも・ワイヤ 40

3 各ドアトリム脱着、正常電圧測定/各自資料作成 車両　５点セット 10

4 各ドアトリム脱着、正常電圧測定/各自資料作成 　(ｼｰﾄ&ﾌﾛｱカバーは20枚)

輪止め ４

5 実習正常電圧測定/故障診断測定/各自資料作成   挟込防止機能確認用ウレタン 10

6 実習正常電圧測定/故障診断測定/各自資料作成 サークルチェックシート

7 実習正常電圧測定/故障診断測定/各自資料作成

8 模擬試験

9 実技試験

10 模擬試験

11 実技試験

12 車両修復・片付け、完成検査

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

2年D巡 実習 Ｔ/Ｓ３級電装


